
トートバッグ
単位：指定以外ｃｍ

出来上がりサイズ ： ヨコ約20×タテ約24×マチ約8cm
※持ち手を含まず

【必要な道具】
はさみorカッター、しるしつけ、ミシン、ミシン糸、
しるしつけペン、カッティングマット、　
ポンチ(2mm)、パンチマット、目打ち、接着剤、
ペンチ、プラスドライバー

※縫い始めと縫い終わりは必ず返し縫いをする。

【材料】
表布：約ヨコ110×タテ40
裏布：約ヨコ85×タテ40
（接着芯：ヨコ約70×タテ40）
金具：ヒネリ金具スクエアS　1組
　　 BM04－01（G）、BM04－02（AG）、BM04－03（N）
ベルポーレン：1.5mm厚　約23×13

⑦裏本体を中表で合わせ底を縫い、縫い代を割り、
　底中心の両脇に落としミシンをかける。
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※表布が薄い場合は
　表本体に接着芯を貼ってください

裏本体に内ポケットを重ね、
中心を合わせて縫う

②内ポケットを縫いつける。

③持ち手とベロを作る。

④ベロを表本体の後面に縫い付ける。

⑤ヒネリ金具のヒネリを表本体につける。
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⑧裏本体の両脇を縫う。
　脇の縫い代を割って、マチを縫う。

※表本体も同様に縫う

※表本体も
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両端をつき合わせて折り、さらに半分に折って両端を縫う
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ベロを付けた方の表本体も
同様に縫う
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⑨表本体を裏本体の中に入れ、返し口を残して
　上部を縫う。

脇を合わせる

表本体・裏本体の
脇を合わせる
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裏本体(うら)

⑩返し口からおもてに返す。ベルポーレンを返し口から
　入れ、表本体の底に両面テープでとめる。
　返し口の縫い代を中に入れ、落としミシンをかける。

⑪ベロの先に、ヒネリ金具のフタを取り付けて完成。
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印の位置に両端がくるように
つき合わせて折る
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裏に両面テープを貼る

ベルポーレン

両面テープ

フタ（裏）

両端をつき合わせて折る コの字に縫う

①別紙を参考に製図し、
　布とベルポーレンを裁断する。
※表布が薄い場合は、表本体に接着芯を貼る
※ベルポーレンをカットする際は、カッターが滑りやすいのでご注意ください
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あて布をわに
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※ベロを巻き込まない
　ように注意する

※取り付け方は、ヒネリ金具の台紙裏面をご確認ください
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◆製図◆

※別紙、ご参照ください。
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単位：指定以外ｃｍ

※縮小図(25%)
　400％に拡大してご利用ください
※縫い代込み（1） 
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※印刷設定について
■このデータはA4サイズです。倍率を100％（実寸）に
　指定して印刷したものを、400％に拡大してください。
■下のラインは5cmです。100％（実寸）で印刷できて
　いるかを確認してください。




